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批評と表現文化

追認;
;悶:三

:頭:
;安:
る.，
:中.，
国..，

橋
爪
大
三
郎

ユ
ニ
ク
ロ
の
工
場
が
、
中
国
に
あ
る

こ
と
は
み
な
知
っ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー

で
は
、

安
く
て
慣
の
よ
い
中
国
産
の
野

菜
が
国
産
を
押
レ
の
り
て
い
る
。
台
頭

す
る
経
済
大
国

・
中
国
の
足
音
が
、
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

値
段
は
安
い
が
粗
悪
品
、
と
い
っ
た

中
国
製
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
過
去
の
も
の

レ
J

L
ン
ー

だ
。
パ
ソ
コ
ン
メ
:
カ
l
の
聯
想
も
、

家
電
メ
ー
カ
ー
の
海
爾
や
康
佳
も
、

電
子
レ
ン
ジ
の
格
闘
仕
も
、
高
品
質
と

低
価
格
で
抜
群
の
競
争
力
を
誇
る
。
経

嘗
障
は
若
く
て
意
欲
的
、
意
思
決
定
も

大
胆
で
す
み
や
か
だ
(
美
邦
富

「急
成

長
中
国
式
『
資
本
主
義
』
経
営
は
こ
こ

ま
で
や
る
」
H
現
代
2
月
号
)
。
対
米

輸
出
も
好
調
で
、
オ
ー
デ
ィ
オ
も
V
T

R
も
日
本
を
追
い
抜
い
た
(
「
チ
ャ
イ

ナ
台
風
、
日
本
直
撃
」
H
N
e
w
s
w

;I雑誌を読む(
月

(東
京
工
業
大
教
授
)

e
e
k日
本
版
]
-
m
)
o
Aい
ま
中

国
は
、
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
「
も
の
づ

く
り
大
国
」
に
変
身
し
て
い
る
V
の
で

あ
る
(
黒
田
篤
郎
)
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
日
本
は
、
ど
ん
詰

ま
り
の
経
済
危
機
を
の
た
う
ち
回
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
中
国
の
せ
い
に
は
で
き

な
い
が
、
中
国
の
台
頭
も
あ
っ
て、

国

が
避
け
ら
れ
な
い
V
(沈
才
彬
「
日
本

を
民
う
四
つ
の
チ
ャ
イ
ナ

・
シ
ョ
ッ

ク
」
日
中
央
公
論
2
月
号
)
。
政
府
は

最
近
、
よ
う
や
く
地
域
主
義
を
認
め
る

方
向
に
方
針
を
変
え
た
が
、
小
泉
首
相

が
一
月
に
A
S
E
A
N諸
国
を
訪
問
し

た
際
に
、

A
自
由
貿
易
協
定
を
結
ん
だ

建栄氏朱

市
と
農
村
、沿
海
と
内
陸
の
地
域
格
差。

民
族
問
題。
台
湾
問
題
円覚
員
の
腐
敗
。

深
刻
な
環
境
破
壊
。
共
産
党

一
党
独
裁

権
力
の
不
透
明
性
と
容
洞
化
。
ど
れ
を

と
っ
て
も
、
中
国
経
済
の
致
命
傷
と
な

v
Q
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
中
国
は
脅
威
な
の
か
、

「
脅
威
論
」
「
崩
壊
諭
」
を
超
え

際
環
境
は
厳
し
さ
を
唱
し
て
い
る
。

ま
ず
、
A
A
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
の
産
業

発
展
を
説
明
し
て
き
た
「
雁
行
型
モ
デ

ル
」
は
崩
れ
始
め
て
い
る
V
(黒
田
篤

郎
)
。
拡
大
す
る
A
中
国
市
場
に
対
す

る
依
存
度
が
ま
す
ま
す
高
く
な
る
の
に

伴
っ
て、
ア
ジ
ア
諸
国
の
「
日
本
離
れ
」

• r中国脅威論Jも「中国崩壊論Jも誤りだ (黒田篤

郎 中央公論2月号
変わるアジア産業地図。 日 本掠さ~ P T A成立を避けよ
4・江沢民に「理論改革Jを迫るグローパル化の波 (朱
建 栄 同 |

「三つの代表」論には封建時代の伝統を破る可能性も 1 

・特集 ・WTO加盟で過熱する中国 =現代2月号|
日米!こ学んだ急mt長する中国式 「資本主義」経営ほか 1 

.特集 「中国の化けの皮J =SAPfO 1月23日弓 |
江沢民体制を批判、問E党届を出した主義国鋒元主席ほか | 

も
の
づ
く
り
大
国
の
出
現

奥
行
き
あ
る
対
中
政
策
を

の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
け
。
多
く
の
国

は
、
中
途
半
端
な
提
携
案
し
か
示
さ
な

い
日
本
に
失
望
を
隠
さ
な
か
っ
た
V

(N
e
w
s
w
e
e
k
同
)
。
大
辻
義

弘
、
白
石
隆
(
「日
本

・
A
S
E
A
N

の
拡
大
F
T
A
〈
自
由
貿
易
協
定
〉
を

提
唱
す
る
」H
中
央
公
論
2
月
号
)
は
、

中
国
の
W
T
O加
盟
を
歓
迎
し、

A
中

国
が
」
一
民
ア
ジ
ア
地
域
シ
ス
テ
ム
に
組
み

込
み
、
中
国
の
台
一
闘
が
東
ア
ジ
ア
の
さ

ら
な
る
安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
よ
『つ

な
土
台
の同一川町
V
を
は
か
る
べ
き
だ
と

す
る
。

そ
の
い

っ
ぽ
う
、
A
中
国
は
日
本
よ

り
は
る
か
に
ひ
ど
い
矛
盾
を
か
か
え
て

い
る
V
(オ
l
ピ
ル

・
シ
ェ
ル
「
侵
略

阻
止
に
神
風
は
い
ろ
な
い
?
」

H
N
e

w
s
w
e
e
k同
)
c
赤
字
が
膨
ら
む

国
営
企
業
。
増
え
涜
け
る
失
業
者
。
都

山
間
壊
す
る
の
か
o
A
そ
も
そ
も
日
本
の

中
国
論
は
、
「
す
ご
い
論
」
と
「
だ
め

論
」
の
繰
り
返
し
V
だ
と、

渡
辺
利
夫

は
一
言
う
o
A中
国
脅
威
論
と
い
う
の
は
、

自
信
喪
失
の
日
本
人
が
中
国
と
い
う
キ

ャ
ン
パ
ス
の
よ
に
描
い
た
自
画
像
な
の

で
す
V
(
「W
T
O
加
盟

・
中
国
の
成

算
と
誤
算
」
H
湖
2
月
号
)
。
今
後
、

い
く
通
り
も
の
シ
ナ
リ
オ
が
考
-え
ら
れ

る
だ
ろ
う
が
、
A
産
業
界
や
産
業
政
策

の
観
点
か
ら
は
、
中
国
経
済
が
う
ま
く

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
前
提
に
備
え
る

べ
き
V
だ
と
す
る
黒
田
熊
郎
の
指
摘
に

賛
成
し
た
い
。

今
年
秋
の
第

一
六
回
共
産
党
全
国
代

表
大
会
で
は
、
江
沢
民
、
朱
搭
基
、
李

鵬
ら
七
十
代
が
退
き
、
問
錦
潜
が
総
書

記
に
、
一
而
家
宝
が
首
相
に
就
任
す
る
だ

ろ
う
。
革
命
を
知
ら
な
い
小
粒
な
テ
ク

利夫氏

ノ
ク
ラ
l
ト
、
「
第
四
世
代
」
の
讃
場

だ
。
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
、
今
後
の
中

国
を
導
く
の
だ
ろ
う
か
。

江
沢
民
の
「
三
つ
の
代
表
」
論
に
注

目
す
る
の
が
朱
鐙
栄
だ
o
A
「
三
つ
の

代
表
」
論
の
誕
生
は
、
あ
る
極
秘
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
引
き
金
と
な
っ
た
と

い
わ
れ
る
0

・:
二
0
0
0年
初
め
、
党

中
央
組
織
部
は
数
万
人
の
党
員
に
対
し

て
・・
・
随
秘
の
無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た

0

・
:
「
其
産
主
設
を
信

じ
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問
に
、
七
割

以
上
は

「信
じ
て
い
な
い
」
と
答
え
・
:

た
と
い
う

「議
く
べ
き
」
結
果
が
出
て

い
る
V
。
そ
こ
で
江
沢
民
は
、
企
業
家

の
入
党
を
認
め
、
直
接
選
挙
の
肱
大
や
、

戸
籍
制
度
の
五
年
以
内
の
撤
廃
、
い

っ

そ
う
の
国
際
協
調
な
ど
、
柔
軟
な
政
策

を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
方
針
が
、
「
第

四
世
代
」
の
基
調
に
な
る
だ
ろ
う
と
、

朱
連
栄
は
み
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

去
年
の
秋
、
保
守
派
の
長
老

・
華
国
銭

が
共
産
党
を
蹴
覚
す
る
事
件
が
起
こ
っ

た

(石
原
栄
次
「
江
沢
民
独
裁
体
制
を

面
罵
し
た
一
端
国
鋒
元
主
席
の
『
離
党
大

演
説
』
」

H
S
A
P
l
o
-
-
お
)。

政
権
内
部
の
確
執
も
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
波
乱
含
み
で
あ
る
。

江
沢
民
の
頭
痛
の
種
は
、
台
湾
問
題

だ
。
去
年
秋
の
立
法
院
選
挙
で
は
国
民

党
が
大
敗
、
台
湾

「本
土
派
」
が
勝
利

を
収
め
た
(
中
嶋
嶺
雌

「
『
台
湾
共
和

国』
へ
の
道
」H
V
o
i
c
e
2
月
号
)
。

わ
が
国
も
、
台
湾
の
民
主
主
義
を
擁
護

す
る
盗
勢
を
、
は
っ
き
り
示
す
べ
き
時

期
だ
と
思
、
っ
。

激
変
す
る
ア
ジ
ア
情
勢
に
、
日
本
は

た
だ
翻
弄
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
い
い
の

か
。
外
交
、
経
済
や
安
全
保
障
は
も
ち

ろ
ん
、
文
明
史
的
な
奥
行
き
の
あ
る
対

中
国
政
策
を
練
り
上
げ
る
べ
き
だ
。
わ

が
国
は
、
政
府
も
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
も
、

中
国
を
も
っ
と
も
っ
と
知
ろ
う
と
真
剣

に
努
力
し
な
い
と
、
や
が
て
高
い
代
価

を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

j度ill
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死
に
神
の
表
紙
が
お
ど
ろ

お
ど
ろ
し
い
『
Z
O巧∞

ザ
イ

ao
o
E
の
特
集
は
、

A
2

0
1
0年
。
日
本
政
府
は
国

債
の
利
払
い
の
一
時
停

止
を
発
表
:
¥
I
M
F

に
緊
急
支
援
を
要
請
し
日

た
V
と
、
近
未
来
を
描
?
恥

い
て
み
せ
る
口
銀
座
に

7，. 

は
ホ
l
ム
レ
ス
が
あ
ふ

争
J

れ
、
銀
行
は
取
り
付
け
二
円
い

で
倒
産
。
あ
り
が
た
く
↓

z

な
い
予
測
だ
が
、
改
革
は

が
進
ま
な
け
れ
ば
い
ず

su

れ
は
こ
う
な
る
。

副
都

2
月
幻
目
、
政
府
は
危

「
総
合
デ
フ
レ
対
策
」

1
1

を
発
表
し
た
。
内
容
は

工

ム

中
途
半
端
で
識
者
の
探

「
一

点
は
辛
い
が
、

A
①
海

外
か
ら
の
資
金
流
入
と

い
う
神
風
、
②
空
売
り
規
制

と
い
う
:・
株
価
対
策
、
③
・
:

株
価
上
昇
期
待
:
・
の
三
つ
の

要
素
が
相
ま
っ
て
、
予
想
外

の
株
価
よ
昇
と
な
っ
た
V

橋
爪

大

三

郎

(
東
京
工
業
大
教
授

・
社
会
学
)

(
熊
野
英
生

「
銀
行
株
の
脆
…

弱
性
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
…

い」
H
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
)。

株
高
、
債
券
高
、
円
高
の
ト

リ
プ
ル
高
で
あ
る
。

乙
う
な
る
と
強
気
の
見

方
も
飛
び
出
し
て
く
る

0

4
月
の
ペ
イ
オ
フ
解
禁
を

控
え
て
悲
観

一
色
だ
っ
た

2
月
ま
で
と
打
っ
て
変
わ

っ
て
、
ゃ
れ
日
本
株
は
欧

米
株
に
く
ら
べ
て
割
安
だ

の
、
在
庫
調
盤
が
一
巡
し

て
拡
大
局
面
に
入
っ
た
の

と、

V
字
型
の
急
回
復
の

予
惣
さ
-一んある
。

日
本
経
済
は
ひ
と
思
つ

い
た
。
し
か
し
、
デ
フ
レ

が
脱
却
で
き
た
わ
り
で
は

な
い
。
先
行
き
も
不
透
明

だ
。
大
事
な
こ
と
は
A
外

部
環
境
が
改
善
す
る
時
期
に

改
革
の
手
綱
を
緩
め
た
こ
と

に
危
機
再
来
の
原
因
が
あ
っ

た
V
(熊
野

・
前
掲
)
と
肝

に
銘
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

橋

爪

大

三
郎
(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

去
年
国
民
党
を
峨
脱
し
た

李
登
輝
前
総
統
と
中
西
輝
政

の
対
談
が
、
九
・

一一

以
後

の
ア
ジ
ア
情
一討
を
諮
っ
て
興

味
ぶ
か
い
。

両
氏
は
ま
ず
、
九
・

一
一
テ
ロ
が
「
新
し
い
怠
き
-

戦
争
」
で
あ
る
と
し

、

沖

げ

小
泉
首
相
が
断
固
こ
れ
牙
症

と
戦
う
姿
勢
を

示

し

た

む

こ
と
を
評
価
す
る
。
李

ト
ー

は
、
テ
ロ
特
措
法
の
後

Y

方
支
援
は
、
日
本
が

A

A
日
米
安
保
条
約
の
ジ
聾
マ

レ
ン
マ
か
ら
脱
出
す
る

M
M

チ
ャ
ン
ス
V
だ
と、

集

J
E

一
図
的
自
衛
権
を
支
持
。

る

一
ま
た
中
西
は
、

A
中
園
、
、
J

-
だ
け
は
、
乙
の
一
事
件
そ
申

利
用
し
て
や
ろ
う
と

γ
f
1

う
気
持
ち
が
強
す
ぎ
る

・・・
最
わ
遅
れ
た
発
想
の
闘
で

は
な
い
か
げ
V
と
断
ず
る
つ
「大

陸
加
工
区
」
を
提
案
し
、
党

派
を
超
え
た
政
策
集
団
「
群

策
会
」
を
結
成
す
る
な
ど
、

李
登
輝
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
提
言
活
動
に
紋
服
す
る
。

莫
邦
富
は
、
経
済
も
握
る

わ
ず
自
信
を
喪
失
し
て
迷
走

す
る
香
港
の
最
近
を
、

綿
密

に
取
材
す
る
。
畠
山
要
は
、

日
本
企
業
の
中
国
進
出
の

リ
ス
ク
と
中
国
経
済
の
矛

盾
に
注
意
を
~
つ
な
が
す
。

『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

3

月
号
の
香
港
返
送
五
周

年
特
集
も
充
実
し
て
い

る。
台
顕
す
る
中
国
一
九
回
を

奪
わ
れ
、
台
湾
や
香
潜
や

A
S
E
A
N
諸
国
へ
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
関
心
が

薄
れ
る
よ
う
な
ら
困
っ
た

傾
向
だ
。
特
に
台
湾
は
、

ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
協
力

し
て
安
全
を
保
障
す
べ

き
、
民
主
主
義
の

「独
立

国
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
世

論
形
成
を
は
か
り
、
外
交
政

策
の
見
直
し
を
進
め
る
べ
き

J

」

0

く私のお勧め〉
衰弱死のシナリオ(千葉香代子、 工イミー ・ウエブ他)

=Newsweek日本版3月13日号
@全予測 大底を打った力、株と3月決算(北野一・武者陵司他エコノミスト 3月26日号
@日本経済 スローパニック特集(内橋克人、小野善康、金子勝他) 二世界4月号

。日本経済

<私のお勧め>
を超えて一一日台関係が築く新しい「繁栄モデルJ (李登輝・中西

=Voice3月号
=諸君 !3月号

=論座3月号

。 「幻想の中国j

輝政)
@中国へ “草木もなびくモノづくりJ (畠山裏)

@香港沈没一一再生の道はあるのか(莫邦富)
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批評と表現文化
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橋
爪

A
こ
の
四
月
か
ら
全
国
の
小
中
学
校

で
、
新
学
習
指
導
要
領
を
基
準
に
編
成

さ
れ
た
新
レ
い
教
育
課
程
が
一
斉
に
実

施
さ
れ
始
め
た
。

・:
学
習
内
容
と
授
業

時
間
数
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
:
・
学
力
低
下
へ
の
不
安
が
広
が
っ

た
V
(中
嶋
哲
彦
『
新
学
習
指
導
要
領

で
可
能
に
な
る
教
育
課
程
の
自
主
編

成』

H
論
座
)
。

土
日
の
完
全
週
休
二

日
制
も
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

文
部
科
学
省
の
方
針
が
ふ
ら
つ
い
て

見
え
る
の
で
、
学
校
現
場
や
親
た
ち
は

な
お
と
ま
ど
っ
て
い
る
。
学
習
指
導
要

領
は
長
い
間
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ
も

の
と
し
て
全
国
の
学
校
を
画
一
化
し
て

き
た
む
そ
れ
が
今
回
の
改
定
で
は
「
最

低
基
準
」
の
位
置
づ
け
に
変
わ
り
、
学

校
ご
と
の
創
意
工
夫
や
発
展
的
学
習
を

推
奨
す
る
と
い
う
。
と
乙
ろ
が
「
ゆ
と

月4 

大
三
郎
、東
京
工
業
大
教
授
4

7
社
会
学

、

り
教
育
」
で
学
力
が
低
下
し
た
ら
困
る

と
い
う
心
配
が
親
た
ち
に
広
が
る
と、

今
度
は
遠
山
大
臣
が

「確
か
な
学
力
」

「宿
題
や
課
題
を
適
切
に
与
え
る
」
と

ア
ピ
ー
ル
。
ベ
ク
ト
ル
が
逆
向
き
に
み

え
る
の
に
、
方
針
は
一
貫
し
て
い
る
と

文
科
省
は
言
い
張
っ
て
い
る
。

教
科
書
も
変
わ
っ
た
っ
『
文
事
界
』

フ
レ
る
改
革

戸
惑
う
現
場

の
特
集
『
減
石

・
鴎
外
の
消
え
た
「
国

語
」
教
科
書
』
は
、
各
社
版
中
学
・
高

校
教
科
書
に
登
場
す
る
作
品
の
リ
ス
ト

を
掲
げ
、
有
識
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

て
い
る
o
Aと
り
あ
え
ず
今
回
消
え
た

夏
目
淑
石
や
森
鴎
外
を
た
だ
ち
に
復
一
倍

さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
V
(浅
田
彰
)
、

-教育大特集新学習指導要領スタート どうする学
校 中嶋哲彦、小佐野正樹、森上展安他)

二論座5月弓
地方分権 ・学校自治への転換点と位i置づけよ (中11時)
・特集潟:石 .~号外の消えた 「国語J 教科書(阿川弘
之 ・斎藤孝他 文字界5月号
子供には切Eしいさl文在学ぶ能力があ0)0 政策の転段を
4・文部科学省 四面楚歌の 「ゆとり教育J 宮崎哲弥
+官僚 研 究会中央公論5月号
ゆとりでなく白田化。11Ii史日引i互換を切り回す異色官僚
・ 「ゆとり教育」が公教育を殺す(メ リー ・ホワイト)

=ニューズウィーク日本版4月24日号
ゆとりと詰めi込みの二極化。 r機会の不平等jの恐れ

入
小
学
校
・
中
学
校
の
教
科
書

(注

・

音
楽
や
美
術
を
含
む
)
は
テ
レ
ビ
の
視

聴
率
と
運
動
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
-
シ

ョ
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
だ
V

(
栗
坪
良
樹
『
小
説
は

「国
語
」
を
救

う』
H
文
墜
界
)
。

同
特
集
の
対
談
で、

阿
川
弘
之
は
A
小
学
生
全
員
が
理
解
で

哲弥氏宮崎

首
都
圏
の
私
立
中
学
受
験
率
が
急
増
し

た
。
A
乙
の
突
然
の
上
昇
は
、
公
立
中

か
ら
の
、
ひ
い
て
は
新
学
習
指
導
要
領

か
ら
の
逃
避
行
動
V
で
あ
る
。

A
千
代

田
区
の
公
立
小
学
六
年
生
の
・・・
五
割
V

以
上
が
、
私
立
か
国
立
の
中
学
に
進
学

し
た
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
全
員
が
受
験
し
た

新
学
習
指
導
要
領
の
不
毛

規
制
緩
和
が
再
生
の
活
路

さ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
番
下
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
ろ
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で

し
ょ
う
V
、斎
藤
孝
は
、
そ
れ
で
は
A
あ

ま
り
燃
え
な
い
・・・
ん
で
す
V
と
言
う
。

子
ど
も
を
甘
く
み
て
は
い
け
な
い
。

こ
れ
で
は
「
学
習
離
れ
」
が
進
む
わ

け
だ
。
最
近
の
調
査
に
よ
る
と
「
自
宅

(
塾
を
含
む
)
で
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
な

い
」
が
増
え
て
、
中
学
生
で
は
四
分
の

一
、
高
校
生
で
は
三
分
の

一
。
そ
れ
で

い
て
テ
レ
ビ
の
視
聴
は
半
数
が
三
時
間

以
よ
。

「授
業
が
難
し
い
」
が
半
分
泣

い
い
っ
ぽ
う
、
一
授
業
は
簡
単
」
も
増

加
し
、
学
力
の
二
極
分
解
が
進
ん
で
い

る
(
べ
、
不
ッ
セ
教
育
研
究
所
の
第
三
回

学
習
基
本
調
査
)
。
公
立
学
校
の
教
育

力
は
低
下
す
る
一

方
だ
。

こ
の
結
果
、
公
立
私
立
の
格
差
が
い

っ
そ
う
拡
大
し
て
い
る
。
乙
こ
数
年
、

こ
と
を
意
味
す
る

(森
よ
展
安
『
「
ゆ

と
り
教
育
」
が
中
学
受
験
の
「
過
熱
」

を
招
く
皮
肉
』

H
論
座
)
。

費
用
の
高
い
私
立
に
行
か
な
い
と
満

足
な
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
は
、

親
の
所
信
が
子
の
進
学
を
左
右
し
、
教

育
の
機
会
均
等
が
損
な
わ
れ
る
。
A
m
確

か
に
、
こ
の
改
革
は
悪
く
す
る
と
階
層

AJ
ぞ
れ

分
化
を
促
し
て
し
ま
う
虞
が
あ
る
V

(
宮
崎
哲
弥
十
官
僚
研
究
会
『
文
部
科

学
省
四
百
恋
歌
の
「
ゆ
と
り
教
育
」
』

H
中
央
公
論
)
。

と
う
の
べ
る
宮
崎
論

文
は
、
今
回
の
改
革
の
背
景
と
ね
ら
い

を
A
異
色
官
僚
V
の
寺
脇
研

・
大
臣
官

房
審
議
官
に
取
材
し
、
改
革
ー
の
プ
ラ
ス

一聞

(
規
制
緩
和
)
も
公
平
に
取
り
出
し

て
い
る
o
A教
育
改
革
は
確
か
に

「痛

み
」
や
「
危
険
」
を
伴
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
レ
、
退
い
て
み
て
も
そ
こ
に

孝氏

…f… 一一…………〈

斎 藤

は
も
う
何
の
展
望
も
開
け
な
い
V

迷
走
す
る
日
本
の
教
育
改
革
は
ど
こ

へ
行
く
の
か
。
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
メ
リ

l
・
ホ
ワ
イ
ト
(
社
会
学
)
は
、
問
題

点
を
明
確
に
指
摘
す
る
o
A改
革
の
意

図
そ
の
も
の
は
悪
く
な
い
。
だ
が
、
乙

の

「ゆ
る
ん
だ
教
育
」
の
ど
こ
に
「
ゆ

と
り
」が
、
そ
し
て
、
ど
こ
に
「
教
育
」

が
あ
る
の
だ
ろ
う
口

・:
授
業
内
容
の
削

減
は
、
公
教
育
の
改
善
ど
こ
ろ
か
、
そ

の
弱
体
化
を
招
き
か
ね
な
い
:・
。
受
験

戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
日
本
で
、
週
5

日
制
を
導
入
し
て
も
子
供
の
創
造
性
が

育
つ
は
ず
が
な
い

V
(
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ

ィ
ー
ク
日
本
版
』

4
月
民
日
号
)。

私
に
一
言
わ
せ
れ
ば
、
公
教
育
の
問
題

点
も
打
つ
べ
き
手
も
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
ま
ず
、
学
習
指
導
要
領
を
い
じ
く

る
の
で
な
く
、
そ
ん
な
も
の
は
廃
止
す

る
乙
と
。
ど
ん
な
教
育
を
す
る
か
は
、

現
場
の
学
校
に
ま
か
せ
る
。
少
人
数
ク

ラ
ス
、
習
熟
度
別
学
習
、
教
科
担
任
制

:
¥
効
果
の
あ
り
そ
う
な
方
法
は
、
校

一

長
の
権
限
で
ど
ん
ど
ん
実
施
す
れ
ば
よ

w

い
。
学
校
の
選
択
も
自
由
に
し、

校
長

w

は
保
護
者
に
説
明
責
任
を
負
う
。
公
立

一

学
校
を
民
営
口
化
し
よ
う
。
放
課
後
の
教

…

室
や
運
動
場
を
、
補
習
塾
や
ス
ポ
ー
ツ'

一

ク
ラ
ブ
に
開
放
し
て
も
い
い
。
学
校
外

小

の
活
動
も
授
業
と
認
め
る
な
ど
、
地
域

小

社
会
と
の
結
び
つ
き
も
大
切
だ
。
A
民

一

主
社
会
が
与
え
る
べ
き
も
の
を
、
ど
ん

山

な
子
供
も
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

山

所
。
そ
ん
な
学
校
を
つ
く
る
こ
と
が
で

w

き
る
は
ず
だ
V
(ホ
ワ
イ
ト
)

一

食
品
会
社
は
表
示
を
一
じ
ま
か
し
、
政

…

治
家
の
疑
惑
が
続
出
す
る
。
公
共
性
の

仏

枠
組
み
が
溶
解
し
つ
つ
あ
る
い
ま
、
教

一

育
を
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
、

山

乙
の
社
会
の
将
来
は
危
う
い
。
今
回

小

の
改
革
で
評
価
で
き
る
の
は
、
規
制

…

終
和
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
進
ん
だ
こ
と
。

…

こ
れ
を
足
が
か
り
に
、
公
教
一
一同
を
再

v

生
さ
せ
る
努
力
を
粘
り
づ
よ
く
統
一
り

…

ょう。

~



-@  / .LOo ...L -ーの-? ..J..O(? .J. 

6 21:反(ノiくl曜日)2002lr (平成 l411"，) 6 j=) 2 6 EI 6 21i反5月29日 (7)<11法EI)2002年(平成 I4年)

批評と表現文化

批評と表現文化

月6 

(タ FIJ)~ 新日;;一一
t吋土#t e G詰31望郵便初認可〕

(夕刊)~ |茸iお7日，一ー-w ~ (第3種郵魚沼認可〕

I¥¥ri 

史
観
、
佐
幕
派
史
観
、
憲
政

史
観
が
あ
っ
た
が
、
マ
ル
ク

ス
主
義
史
観
は
そ
れ
ら
を
無

視
し
て
き
た
。
そ
ん
な
あ
た

り
か
ら
始
ま
っ
て
、
折
節
の

リ
ー
ダ
ー
の
意
思
決
定
や

状
況
判
断
、
政
策
、
戦
略

を
検
証
し
て
い
く
。
座
談

で
あ
る
か
ら
、
厳
密
と
は

い
か
な
い
が
、
切
り
口
が

新
鮮
で
あ
る
。

関
連
し
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
早
川削
利
之
『
石
原

莞
爾

「幻
の
満
州
国
一再
建

計
画
」
』
と
、
小
池
百
合

子
『
細
川
首
相
理
陣
の
引

き
金
は

「北
朝
鮮
有
事
」

だ
っ
た
』
。
埋
も
れ
た
事

実
を
掘
り
起
と
し
、
わ
れ

わ
れ
の
混
在
を
見
つ
め
直

す
作
業
で
あ
る
。

将
来
が
見
通
せ
な
い

と
さ
こ
そ
、
歴
史
を
み
つ

め
る
べ
き
だ
ろ
う
ョ
地
道

な
議
論
の
深
ま
り
を
期
待

す
る
。

橋
爪

大
三
郎
(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

総 i直 にが たよ 出 の 上 : 人 約る田本よ命のまだもの ぶ
領 切、な問 。げし 醤 げ 主主 権やべに人そが 日 ずか お 出溜母獄
事 な 難 い 題 v;::-、官る宮や タトさ し 領 緊 け 本 か 、か来日弱視 ，j:i情ミ
以 指 民 。点 ( に あ を よ の 人 交はた事張の人つあし事の 、に
下示を阿を高ほの 決 り 帽道問、 。鵠感 慣 が た と くは 日 ;立し
がを 迫南 準 山 し 子 然は子だ題雛 :賓の抗 oのな 、本くが
留 しい 大ぇ 売 が と、をろよ 解 聞 の な と 鄭 IA対 かい 総幼み
守 て 返使れ 子 力、短 外 中 拾 う りなわ 姿 い 、民多応つつ領女つ
でいせがば)っさに固い 。 、条 れを日おのくがた起事 。い
、 た と 直き 事きま百て

危 O 不前り 連行事件が問う外交再建件てで同|

持大矢 る切 てた f氏 知 機
をの敗。なやはは 国 第み訟つ給実 国 然 も ニ 不 O が民管
失外すこ提人 、で 日さ三 ゃ にた 領闘の 」 こなユ正本読が理
う交れの言材助さ本せ国か反と事係ほと ;ilかア硲省 め持 が
こ資ば織をの言る外た経に論 、館をうしにつルだへ i包参な
と産 、会盛育者か 交 。由、 。日側調 だてひたもつのくしつ
に 、外にり成集 O の で 難い木のべ O いきら 事 た報てたて
な 国 務も 込な団北立 韓 民つ政同た慎 7こかし 前 。告つ英い
る民省改ん ど の 岡 て 。国 五 ぽ府意う重のえいの 対 が き 語 な

O のは革で 、設 論 直 に人うのがえには o司11策 iai区 の い
支 最 にい適 i置 文 レ 出をす抗あ 、事中 殺 ~1 マ くし 手 。

橋
爪
大
三
郎
(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

白
熱
討
論
川
時
間
。
『
諸

君
!
』
の
鼎
談
、
岡
崎
久
彦

・
北
岡
伸
一
・
坂
本
多
加
雄

『引
世
紀
「
日
本
丸
」
の
航

海
図
』
が
圧
巻
だ
。
黒
船
来

航
か
ら
明
治
継
新
、
大

正
、
昭
和
を
経
て
パ
ブ
三
、

ル
倒
壊
ま
で
、
日
本
の
討
珂

泣
現
代
史
一
五

0
年間

将

を
ふ
り
返
る
。

内
ノ

岡
崎
が
産
経
新
聞
に
サ
ヂ

連
載
を
始
め
た
『
百
年
北

の
遺
産
』
が
、
こ
の
鼎
品
什

談
の
き
っ
か
げ
だ
と

い

門

口

ぅ
。

「
偏
向
」
し
た
睦

M
R

史
観
に
よ
っ
て
歪
め
ら

F
V

れ
た
近
現
代
史
を
見
直

旦
寸

す
た
め
の
連
載
だ

が

、

に

A
私
自
身
、
辺
の
意
味

h
、

で
偏
向
し
て
い
る
の
で

」削

A~

は
な
い
か
と
い
う
自
ら

H
M

へ
の
戒
め
の
意
味
で
、

お
二
人
の
・:
教
え
を
Z
い
た

く
思
『
つ
V
と
岡
崎
は
言
『
っ
。

明
治
維
新
を
生
さ
た
人
ひ

と
の
実
感
に
も
と
づ
く
陛
長

<私のお勧め>
@近現代史から見る21世紀「日本丸Jの航海図(岡崎久彦・北岡伸一・坂本多加雄)

@馴酬市細田川首相退陣の引き金!はま矢む叩，JJPj
@石原莞爾「幻の;満荷州国再メ妃走計画」未公表「備忘ノ一卜打j初公開(早瀬利之)=現(代.JC7月号

<私のお勧め>

。難民が問う日本の「毅然J (高山秀子ニューズウィーク日制官5月22日号
@外務省「拝中派J官僚を徹底排除せよ(古森義久 =SAP10f)月12日号
@外交改革と外務省改革(北岡伸一 外交フォーラム G月号
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:長
野
:県
知:
事
:の:
蒸 :

..任

橋
爪
大
三
郎

(棟
一一
虹
業
大
教
授
・
)

長
野
県
の
田
中
知
事
が
失
職
し
た
。

一
昨
年
十
月
の
就
任
以
来
、
田
中
康

夫
知
暑
は
、
独
特
の
政
治
ス
タ
イ
ル
と

ユ
ニ
ー
ク
な
言
動
で
注
目
を
集
め
て
き

た
。
昨
年
二
月
に
「
脱
ダ
ム
宣
言
」
を

発
表
し
て
か
ら
は
、
県
読
会
と
対
立
が

敵
化
。
こ
の
七
月
五
日
に
県
議
会
は
知

事
の
不
信
任
決
議
を
可
決
し
た
。

地
方
自
治
法
で
は
、
不
信
任
決
議
が

可
決
さ
れ
た
場
合
、
十
日
以
内
に
、
県

議
会
を
解
散
す
る
か
、
失
職
か
を
選
ぶ

よ
う
定
め
て
い
弓
。
田
中
知
事
は
失
職

を
選
び
、
出
直
し
知
事
選
挙
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

急
な
展
開
だ
っ
た
た
め
、

月
刊
誌
は

間
に
合
っ
て
い
な
い
。
週
刊
誌
ほ
か
の

記
事
を
中
心
に
、
こ
の
問
題
を
取
り
上

t
J
一ア
，1F

司一、
。

仁

-tz
-Fν

政
治
と
照
明
稀
だ
っ
た
作
家
の
田
中出版

lI雑誌を読む|
月7 

夫
氏
が
知
事
に
当
選
、
圧
倒
的
な
県
民

の
支
持
(
当
選
直
後
で
九
O
物
以
上
)

を
集
め
た
の
は
な
ぜ
か
o
A
第

一
は、

四
一
年
間
の
保
守
官
僚
県
政
に
刻
す
る

県
民
の
俗
み
・:
。
第
二
は
、
九
八
年
二

月
に
開
催
し
た
長
野
冬
季
五
輪
の
後
遺

症
:
。
第
三
は
・:
田
中
流
独
特
の
選
挙

手
法
に
よ
る
無
党
派
層
主
体
の
提
出
前
で

一
匂
。
無
数
の
対
話
集
会
を
開
き
、
知
事

そ

の

条

例
に
も
と
づ
い
て
問
中
知
事
は

室
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
昨
年
は
「
脱

専
門
家
ろ
を
議
員
に
任
命
、

浅
川
ダ
ム

記
者
ク
ラ
ブ
宣
言
」、

失
職
の
当
日
に

な
ど
九
河
川
に
つ
い
て
給
問
し
た
。
以

も
河
野
義
行
さ
ん
を
県
公
安
委
員
に
任
来
、
A
ダ
ム
論
議
は
一
年
を
か
け
て
と

命
と
、
政
治
と
県
民
の
距
離
を
近
づ
け
も
か
く
も
デ
ュ

i
・
プ
ロ
セ
ス

(公
正

ょ
う
と
す
る
盗
勢
が
一
貫
し
て
い
る
。
な
手
続
き
)
を
す
べ
て
踏
ん
で
き
た
V

A
地
方
自
治
の
在
り
方
に
一
石
を
投
じ

(保
屋
野
初
予
)
。
答
申
は
「
ダ
ム
に

卓郎氏内山

揺
ら
ぐ
民
主
主
義
の
前
提

あ
る
V
と
、
内
山
論
文
は
分
析
す
る
o

A
戦
後
の
五
五
年
閥
、
長
野
県
の
知
事

の
数
は
わ
ず
か
三
人
0

・:二
人
は
い
ず

れ
も
副
知
事
か
ら
矧
事
の
座
へ

V
と
い

う
パ
タ
ー
ン
に
、
有
権
者
は
あ
き
あ
ム
ご

し
て
い
た
の
だ。

当
選
後
の
田
中
知
事
の
政
治
セ
ン
ス

や
行
動
も
、
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

。独占手記 県議会を仰天させる三つの秘策(田中康

夫 週刊文:1キ7月25日
2ミ員による海外;r':;'i~rlの i{'Ë.Ltなど出会改革の硲慌を提言
・田中康夫・長野県知事の「新思考Jと公共事 業(内

山卓郎 =1J:I:~l200 1 年 4 月 得
公俊稿料lの強制.; r行政のな主流↑!tJfl!i..コた目見夕、ム宣言

。「再選J康夫に提言する(佐藤修史ほか)

=八 1~ 1~^ 7 月間 !こ|
「悦ダム宣言.;;J 探能ヘ:>8::~'~会との出Jal時過忠正の声など

・脱ダムは政治そのものだ(保屋野初子)

二週刊金I!泣日 7月J2日
j年の公正な手玩き後もAール迫)乏を豆ねる 、政治、

集
票
構
造
の
ね
じ
れ
露
呈

止
ま
ら
ぬ
変
革
の
う
ね
り

た
か
に
見
え
た
が
、
し
ょ
せ
ん
は
思
い

付
き
V
(小
林
照
幸

「ヤ
ス
オ
ち
ゃ
ん

の
N

お
町
民
政
治
が
の
功
罪
一
『
サ
ン

デ
ー
侶・日』

7
月
引
臼
)
と
の
評
も
あ

る
が
、
一
払
は
本
物
だ
と
思
う
。

昨
年
二
月
の

「脱
ダ
ム
宣
言
」
も
そ

う
し
た
盗
到
の
延
長
だ
ο
長
野
五
輪
な

ど
大
川
品
公
共
事
業
の
ツ
ケ
で
、
照
の
借

金
は
↑
兆
六
千
億
円
に
も
な
る
o
A巨

大
な
ダ
ム
建
設
と
は
、
長
野
県
民
の
税

金
を

「中
央
」
へ
と
献
ょ
す
る
シ
ス
テ

ム
と
化
し
て
い
る
V
(田
中
康
夫
)
む

相
談
な
し
の
宣
言
に
、
A
県
議
の
三
割

強
が
建
設
業
関
連
V
(一
照
京
新
聞
7
月

9
日
)
の
県
議
会
、
か
猛
反
発
、
知
事
と

の
対
立
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

脱
ダ
ム
宣
言
に
対
抗
し
て、

県
総
会

は
す
ぐ
さ
ま
、
「
長
野
県
治
水

・
利
水

ダ
ム
等
検
討
委
員
会
条
例
」
を
制
定
。

よ
ら
な
い
・:
誌
が
妥
当
」
、
つ
ま
り
脱

ダ
ム
宣
言
の
再
確
認
で
あ
っ
た
っ

こ
の
答
申
を
踏
ま
-
え
て
浅
川
ダ
ム
な

ど
の
中
止
を
表
明
し
た
問
中
知
事
を
、

県
議
会
が
不
信
任
し
た
わ
け
だ
が
、
決

前
菜
に
は
Am
「
独
善
的
で
椛
拙
と
ち
言

え
る
政
治
手
法
に
よ
り
県
政
の
停
滞
と

混
乱
を
招
き
」

と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の

知
事
批
判
V
(保
田
町
野
初
子
)
が
連
ね

て
あ
る
だ
け
で
、
脱
ダ
ム
の
こ
と
は
触

れ
て
い
な
い
。
出
由
の
よ
く
わ
か
ら
な

い
提
案
に
以
っ
て
い
る
c
A
田
中
知
事

誕
生
か
ら
一
年
八
カ
月
で
、
県
議
の
既

得
権
が
次
々
と
頃
さ
れ
・:
「
こ
の
ま
ま

来
年
四
月
の
県
議
選
ま
で
待
っ
と
当
選

が
危
ぶ
ま
れ
る
」
と
考
え
た
の
が
今
回

り
不
信
任
剖
で
し
ょ
う
V
(伊
田
浩
之

「
P

田
中
康
夫
ρ

迎
鑓
の
構
図
」

一週

刊
金
曜
日
』
7
月
山
田
)
と
い
う
現
測

初 子氏

が
百
一
相
か
も
し
れ
な
い
ι

田
中
知
事
と
県
議
会
の
対
立
は
、
日

本
政
治
の
閉
塞
を
象
徴
す
る
出
来
事
だ

と
考
、
え
ら
れ
る
。

田
中
知
事
も
照
ぷ
会
も
、
ど
ち
ら
も

民
意
に
基
づ
い
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
両
者
が
、
乙
こ
ま
で
対
寸
子
J

る
の

は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、

集
票
構
造
が
違

う
か
ら
だ
。
熊
党
派
を
中
心
に
過
半
数

り
支
持
を
集
め
る
田
中
知
事
に
対
し
、

公
共
事
業
な
ど
既
得
権
益
で
組
織
票
を

が
っ
ち
り
固
め
る
県
会
議
員
。
も
し
も

首
相
が
公
選
と
な
れ
ば
、
国
レ
ベ
ル
で

も
同
じ
対
立
が
起
き
よ
う
。
小
泉
政
権

の
ね
じ
れ
橋
造
(
小
泉
人
気
と
自
民
党

不
人
気
)
は
、
そ
の
前
ぶ
れ
だ
。

田
中
氏
の
再
選
が
有
力
視
さ
れ
る
、

出
直
し
知
事
選
の
意
味
は
な
に
か
。

国
政
で
あ
れ
ば
、
選
出
母
体
の
国
会

が
内
閣
不
信
任
を
決
議
し
た
場
合
、
解

叡
で
対
抗
す
る
の
が
正
し
い
。
県
議
会

は
、
知
事
の
選
出
母
体
で
な
い
か
ら
、

不
信
任
決
議
に
対
レ
て
は
失
職
し
て
再

出
馬
し、

有
権
者
の
判
断
を
仰
ぐ
の
が

正
し
い

o
A信
託
が
あ
る
限
り
、
私
が

信
じ
、
県
民
が
願
う
聞
か
れ
た
県
政
改

革
を
突
き
進
も
う
V
(
田
中
康
夫
)
と

の
べ
、
県
議
会
の
解
散
で
な
く
自
ら
の

失
職
を
選
ん
だ
田
中
知
事
の
判
断
は
、

鼠
明
だ
と
思
『
っ
。

問
題
は
む
レ
ろ
、
県
議
会
の
側
に
あ

る
。
田
中
氏
が
再
選
さ
れ
た
場
合
、
民

意
に
沿
っ
て
い
な
い
の
は
議
会
と
い
う

こ
と
に
な
る
つ
県
議
会
に
せ
よ
国
会
に

せ
よ
、
い
ま
の
選
挙
の
や
り
方
で
は
、

議
会
に
民
意
が
反
映
さ
れ
な
い
。
こ
う

考
え
る
有
権
者
が
哨
え
れ
ば
、
民
主
主

誌
の
前
躍
が
揺
ら
ぐ
乙
と
に
な
る。

出
直
し
知
事
選
で
田
中
氏
が
一
円
還
さ

れ
れ
ば
、
全
国
の
地
方
自
治
体
や
国
政

に
与
え
る
影
畿
は
大
さ
い
D

民
意
と

築
家
構
造
の
ね
じ
れ
が
涜
く
限
り
、

田
中
知
事
の
象
徴
す
る
新
た
な
民
主

主
義
、
変
革
の
う
ね
り
は
や
ま
な
い

だ
ろ
う
。

保 屋 野

~ 、，rv"'.八山 ，'， 、r、、ヘハ
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(夕刊)~ 聞新日毎

橋
爪

大

三

郎

~ 〈第3f重郵便物認可)

「大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な

い
銀
行
は
な
い
」
(
ニ
ュ
ー
ズ

ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
印
月
目
日

号
)
と
発
言
し
た
と
し
て
、竹

中
金
融

・
経
済
財
政
担
当
大

臣
が
集
中
砲
火
を
浴
び

た
o
A銀
行
業
界
か
ら

J

は
、
自
民
党
・
:
に
「
と

町

F

に
か
く
竹
中
を
潰
し
て
ヤ
応

ほ
し
い
」
と
懇
願
が
相

-M

次
い
で
い
る
V
(
「種

叶

H
E

面
座
談
会
」
H
週
刊
エ
竹

コ
ノ
ミ
ス
ト
叩
月
2
日
「
U
F

号
)
と
い
う
。
株
価
も
一

04

段
と
低
迷
し
て
い
る
。
ち

9
月
凶
日
に
、
日
銀

M
h
p

が
銀
行
保
有
株
の
買
い

目点

取
り
を
決
定
し
た
。
小

主
主

泉
首
相
は
消
極
派
の
柳

l
j

沢
金
融
担
当
大
臣
を
更

迭
し
、
竹
中
経
済
財
政
大
臣

を
後
任
に
す
え
た
。
や
っ
と

日
本
が
や
る
気
に
な
っ
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
さ
っ
そ
く

竹
中
支
持
を
表
明
、
外
国
で

は
評
判
が
い
い
。

(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

に
も
か
か
わ
ら
ず
株
が
売

ら
れ
た
の
は
、
荒
療
治
が
避

け
ら
れ
な
い
と
み
た
か
ら
。

や
っ
と
利
子
だ
吋
返
済
し
て

い
る
死
に
体
の
大
企
業
が
数

十
社
あ
る
。
こ
れ
ら
ゾ
ン

ビ
企
業
を
片
づ
け
な
い
と

経
済
全
体
に
血
が
回
ら
な

い
。
貧
血
の
銀
行
に
公
的

資
金
を
注
入
す
る
い
っ
ぽ

う
、
経
営
陣
は
ク
ピ
に
し

て
ほ
う
り
出
す
。
と
っ
く

に
や
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

引
年
の
金
融
危
機
の
際

金
大
中
政
権
は
、
六
大
銀

行
を
国
有
化
し
て
公
的
資

金
を
注
入
、
赤
字
の
財
閥

も
ど
ん
ど
ん
演
し
て
V
字

型
回
復
を
な
し
と
げ
た
。

お
手
本
は
韓
国
だ
。

手
術
は
や
る
し
か
な
い
。

問
題
は
、
日
本
経
済
が
急
死

し
な
い
よ
う
、
救
命
措
置
も

講
ず
る
こ
と
。
首
相
の
指
導

力
が
問
わ
れ
て
い
る
口

橋
爪
大
三
郎
(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

月8 

談
。
震
見
は
、

A
官
僚
と
抵

抗
派
は
む
し
ろ
焼
け
太
り
状

態

V
な
ど
、
改
革
の
進
ま
な

い
日
本
の
現
状
に
対
す
る
ア

メ
リ
カ
の
厳
し
い
見
方
を
示

す
o
A
内
閣
法
に
よ
る
と

大
臣
に
人
事
権
が
あ
る
。

こ
れ
を
即
座
に
使
う
べ
き

・:
。
:
・
田
中
前
外
務
大
臣

の
や
り
方
を
小
泉
首
相
は

支
持
す
べ
き
だ
っ
た

V
と

の
指
摘
は
、
ひ
と
つ
の
ポ

イ
ン
ト
だ。

改
革
を
や
り
ま
す
と
約

束
し
た
首
相
に
国
民
は
熱

狂
し
た
が
、
ど
う
い
う
改

革
を
や
っ
て
下
さ
い
と
は

頼
ま
な
か
っ
た
。
世
論
の

後
押
レ
が
な
い
と
、
既
得

権
益
や
旧
弊
の
壁
は
破
れ

な
い
。

A
小
泉
さ
ん
以
外

の
誰
が
首
相
を
務
め
て
も
結

果
は
同
じ
V
(猪
瀬
)
と
腹

を
く
く
り
、
必
要
な
改
革
の

中
身
を
国
民
が
よ
く
勉
強
す

る
番
だ
。

く私のお勧め>

。道路公団 n貴せJ I潰すな」大論戦(猪瀬直樹・亀井静香 文墓春秋9月号
@日本が生き延びるには部小平スタイル(霊寛芳浩・猪瀬直樹 正論9月匂
@ I知識社会Jに対応した税制改革が求められている(神野直彦)=1-1ーl央公論9月号

N 乙のがいは踏「争施営国算金 fじ即しといし 番力書擢
Y そそ印っと民ま改入設イじ欽ををで時 、無いたが(の進道
市の大象ぷ持営 え 草木し附にや示 返 三 凍高責加。=;]'?猪委路

ノ話事でり論 [ちて tEを 蚕 貰電せ済十結速任減指文)瀬員関

大恵三正号君民道の実ze雲間芸公主露詩語禁書室富喜置
の言うの 、べじ路実主兄皇 ...社 亀る円全 J建を要公秋鎮 と員公
邑 J長。先時るま 公績しと 1車の井との民設批予団"=、と団
見習 の問 。な団をた競属民は試借営の判測ので亀抵長民
どで論切 一 対弁抗い嘗

対 、 争れ 改革の中身を勉強する時 決静勢肩 {じ

く私のお勧め>
(ジョージ・ウェアフリッツ、高山秀子)

=ニューズウィーク日本版10月23日号
@日本経済クラッシュを予見するマーケット(平野純一)=週刊エコノミスト 10月22日号
@小手先のデフレ対策は通用しない 企業は生死を賭けたリストラの時(水野和夫)=同

。竹中ショックが日本を救う
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米
国
の
同
時
多
発
テ
口
事
件
か
ら
l
年
。
総
合
雑
誌
で
も
、

そ
の
窓
山
慨
を
世
め
て
問
う
論
文
が
目
立
つ
に
。
月
末
に
は
、
日

中
国
万
一正
常
化
か
ら
初
年
。
」
迎
え
る
。
9
月
の
「
雑
誌
々
足
明
む
」

は
、
こ
の
一
一
つ
を
テ
l
マ
に
橋
爪
大
三
郎
・

…東
京
工
業
大
教
控

戸川
ι三
十)
け
御
厨
貿
・
政
策
問
究
大
学
院
大
教
授
(
日
本
政

'd
中
J

「
山
神
科
医
の
斎
藤
環
さ
ん
に
論
じ
て
も
ら
っ
た
。

【
構
成
・
岸
健
光
、
写
真
・
須
賀
川
即
一
}

2J¥J;i 200211 (.'1'・J!見I~{t') grJ25U (!1<lIiW) 批評と表現文化(タ|リj~ |苦|湖fu ..-
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批評と表現 (水H寵日)1 1月27日

(夕刊)

2002年 ( il列記 14年)

~ |珂新EI ~ (ffi3H~郵便物認可J

文化

:::迫
る:
;:;イ}

:::ヨ:.....タ

攻¥
繋;

ア
メ
リ
カ

・
プ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る

イ
ラ
ク
攻
撃
が
迫
っ
て
い
る
。

九
・
一
一
テ
ロ
に
ア
メ
リ
カ
が
反
援

し
、
ア
ル
カ
イ
ダ
を
支
援
す
る
タ
リ
パ

ン
政
権
を
打
倒
し
た
ア
フ
ガ
ン
戦
争
ま

で
は
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
し
か
し
、

イ
ラ
ク
を
北
朝
鮮
と
ζ
も
に
「
悪
の
枢

軸」

と
名
指
し
し
、
ア
メ
リ
カ
一
一
回
で

も
フ
セ
イ
ン
政
権
打
倒
を
め
ざ
す
と
い

う
「
単
銀
行
動
主
義

(
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
リ

ズ
ム
)
」
を
打
ち
出
し
た
こ
ろ
か
ら
、

戸
惑
い
と
反
擦
も
拡
が
り
始
め
た
。
ァ

ル
カ
イ
ダ
と
イ
ラ
ク
の
つ
な
が
り
は
証

明
さ
れ
て
い
な
い
c
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は

フ
セ
イ
ン
政
権
の
排
除
に
そ
こ
ま
で
こ

だ
わ
る
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
説
が
流
布
し
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
A
ユ
ダ
ヤ
ロ
ビ
!
の
彰
醤
力

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
利
誌
の
た
め
に
ア

l 雑誌をき売掛
月l' 

橋
爪
大
三
郎
(
社
会
学
)

メ
リ
カ
を
必
要
で
も
な
い
対
イ
ラ
ク
戦

争
に
駆
り
立
て
て
い
る
、
と
い
う
説
V

(徳
留
絹
枝
「

『対
テ
ロ
戦
争
』
と
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
」
リ
論
座
ロ
月
号
)
だ
。

だ
が
徳
留
に
よ
れ
ば
、
議
会
で
も
言
論

で
も
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
意
見
は

割
れ
て
お
り
、
な
ん
の
証
拠
も
な
い
。

こ
ん
な
A
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
V
の
陰
謀
説

A
間
違
っ
た
中
東
政
策
V
が
テ
ロ
を
回

い
た
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る
o
Aア
ラ
ブ

社
会
に
お
切
る
多
極
多
様
な
集
団
が
反

米
感
情
を
煽
る
と
と
が
自
己
利
益
に
な

る
と
判
断
し
た
結
果
V
だ
と
い
う
。

反
対
の
一
慨
は
、
片
岡
鉄
哉
論
文
。
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
は
秘
か
に
入
中
東
全
域
民

主
化
構
想
V
を
推
進
し
て
お
り
、
フ
セ

日
本
の
針
路

の
再
来
が
、
ア
ラ
ブ
諸
国
や
先
進
国
の

メ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
で
い
る
と
い
う
。

こ
れ
と
似
て
い
る
の
が
パ
リ
1
・
ル

ー
ピ
ン
の
説

(
「
中
東
に
お
け
る
反
米

主
設
の
不
当
の
起
源
」
H
同
)
o
Aア

メ
リ
カ
の
親
ア
ラ
ブ
政
策
は
克
事
に
一

貫
し
て
い
る
V
の
に
、
ア
メ
リ
カ
の

.イ ラク攻撃はブッシュの大博打(片岡鉄哉)

=Voicei2月弓

jEl~ 刈まイスラムを泣代化する「咋1照会jrlì:t~主 1ヒ情}j;1J

.イラク攻撃準備に見る建国の呪縛(松尾文夫)

二巾央公論12月号

テロが呼んだ米国の原理主義。政権内の足強みの良さ

・ 「対テ口戦争Jと反ユダヤ主義(徳留絹枝) ー

===r5;布団i.l2月号 1

;尚道く ユダヤの陰印税c災j告はユダヤ系米|諸人も二分

・我が国防論(石破茂 同

防衛の本質は 「戦争J回述。民主主義を守る有事法mu

が
最
大
の
脅
威
だ
っ
た
時
代
は
、
先
に

戦
争
を
仕
か
け
る
の
は
不
忠
行
為
と
さ

れ
た
(
不
戦
条
約
)
。
だ
が
A
テ
ロ
リ

ス
ト
は
痢
教
者
で
あ
り
、
従
来
の
抑
止

理
論
か
ら
は
み
出
る
。
死
に
た
い
者
を

事
後
報
復
で
脅
し
て
も
無
効
だ
か
ら
、

先
制
攻
明
治
に
出
る
と
い
う
の
・・・
は
理
論

的
に
正
し
い
V
(片
岡
論
文
)
。
大
量

文夫氏松尾

打
ち
出
す
時

テ
ロ
で
変
わ
る
国
際
秩
序

北
朝
鮮
と
の
連
関
理
解
を

イ
ン
打
倒

・
イ
ラ
ク
民
主
叱
を
手
始
め

に
、
サ
ウ
ジ
や
シ
リ
ア
も
民
主
化
し
、

A
中
東
恒
久
和
平
V
を
実
現
す
る
野
詔
一

を
抱
い
て
い
る
。
イ
ラ
ク
攻
望
に
は
勤

機
と
計
算
が
あ
る
と
す
る
説
だ
c

事
実
は
そ
の
中
間
で
あ
ろ
う
。
イ
ラ

ク
問
題
が
急
浮
上
し
た
の
は
、
九

・
一

一
以
後
、
「
な
己
ず
者
国
家
」
の
大
量

肢
壊
兵
器
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
渡
れ
ば
、

必
ず
使
わ
れ
、
安
全
保
障
を
脅
か
す
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
か
ら
。
国
家
は

人
民
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
反
撃
を

恐
れ
る
c
つ
ま
り
抑
止
が
き
く
。
レ
か

し
、
人
民
に
責
任
を
も
た
な
い
テ
ロ

リ
ス
ト
に
、
抑
止
は
さ
か
な
い
。
両

者
が
手
を
結
ぶ
な
ら
、
畏
大
の
危
険
に

な
る
。

こ
う
し
て
、
国
際
法
が
変
更
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
コ
国
家
と
国
家
の
戦
争

破
壊
兵
器
を
開
封
し
て
い
る
イ
ラ
ク
へ

の
予
防
戦
争
も
、
同
様
に
正
し
い
。
米

議
会
が
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
イ
ラ
ク
攻

準
の
権
限
を
与
え
、
国
連
安
保
理
が
日

対
0
で
決
議
を
可
決
し
た
の
は
、
そ
う

レ
た
変
更
の
ス
テ
ッ
プ
だ
。

プ
ッ
シ
ュ
政
権
は
こ
の
帥叫ん駒
内
へ
ど

う
戦
う
だ
ろ
う
か
。

A
依
然
と
し
て
勝
手
な
リ
!
ク
が
ほ

と
ん
ど
な
い
政
権
全
体
の
規
俸
の
よ
さ

は
歴
史
的
に
も
例
が
な
い

V
、
A

内
戦
争

を
や
る
政
権
と
し
て
は
こ
れ
以
上
の
顔

ぶ
れ
は
な
い
V
(怯
尾
論
文
)
。
単
独

行
動
主
義
で
突
っ
走
る
と
は
ら
は
う
さ

せ
な
が
色
、
主
要
国
や
国
連
へ
の
根
回

し
は
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
る
。
軍
事
面

で
も
相
当
の
研
究
と
準
備
を
レ
て
い
る

は
ず
だ
。

イ
ラ
ク
攻
撃
は
、
石
油
供
給
の
一
回
で

茂氏

も
、
回
米
関
係
の
聞
で
も
、
反
テ
ロ
政

策
の
一
聞
で
も
、
日
本
と
致
命
的
な
関
わ

り
が
あ
る
。
小
泉
政
権
は
適
切
に
当
事

者
能
力
を
発
揮
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
北
朝
鮮
と
イ
ラ
ク
の
問
題
が

密
接
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
朝
鮮
の
政
策
転
換
は
、
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
が
イ
ラ
ク
政
撃
の
方
針
を
固
め
た

乙
と
を
踏
ま
え
て
い
る
口
械
開
発
の
証

拠
を
つ
か
ま
れ
、
日
本
と
の
国
交
正
常

化
を
は
か
っ
た
。
位
致
被
害
者
が
死
亡

し
て
い
た
こ
と
で
、
日
本
の
世
論
は
幸

い
北
朝
鮮
の
思
惑
通
り
に
動
か
な
か
っ

た
が
、
日
本
政
府
が
ど
こ
ま
で
全
体
の

文
脈
を
理
解
し
て
い
た
か
疑
問
だ
。

つ
ぎ
に
有
事
法
制
の
成
立
を
急

3

ぐ
こ

と
。
テ
ロ
の
危
険
性
を
低
め
る
た
め
、

絶
対
に
必
要
な
こ
と
だ
o
A
有
事
法
制

を
作
る
こ
と
が
戦
争
に
つ
な
が
る
、
な

ど
と
い
う
論
は
・・・
無
理
解
に
よ
る
V
、

A
戦
後
日
本
・・・は・・・
戦
争
に
関
す
る
議

論
か
ら
た
だ
た
だ
目
を
背
け
る
こ
と
が

平
和
へ
の
途
だ
、
と
の
状
況
が
続
い
て

ざ
た
V
(石
段
茂
論
文
)。

そ
こ
で
、

入
国
民
か
ち
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

国
会
議
員
・
:
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
内

閣
の
・:
ポ
リ
テ
イ
カ
ル

・
ア
ボ
イ
ン
テ

イ
(
政
治
的
任
用
)
・
:
を
指
す
言
葉
V

が
シ
ピ
リ
ア
ン
だ
と
認
誠
し
、
シ
ピ
リ

ア
ン

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
碑
守
了
適
用

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
す
る
。

レ
か
し
、
小
泉
政
権
の
ち
ぐ
は
ぐ
ぶ

り
を
、
経
済
政
策
に
つ
い
て
指
摘
す
る

論
文
が
多
い
。
外
交
や
安
全
保
障
は
大

丈
夫
か
と
心
配
に
な
る
。

イ
ラ
ク
攻
撃
を
め
ぐ
っ
て
A
日
本
で

は
ま
た
反
米
主
義
の
論
調
が
高
ま
っ
て

い
る
が
・・
・国
際
的
に
は
ほ
と
ん
ど
態
昧

を
持
た
な
い
V
(渡
謹
啓
寅

「し
た
た

か
な
舵
取
り
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
」
H
論

座
ロ
月
号
)
。
ア
メ
リ
カ
の
意
図
と
国

隙
秩
序
の
将
来
を
み
す
え、

小
泉
政
権

が
明
確
な
方
針
を
打
ち
出
し
て
、
国
民

に
き
ち
ん
と
説
明
す
る
番
で
あ
る
。

石破
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田

N
N
R
O
F
(母塁川町)
社
N

。ON

ー~
よ、

l
↑

叫
パ!

(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

日
本
に
も
「
核
カ
l
ド
」
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
だ

と
す
る
。

日
本
の
核
武
装
を
、
私
は

賢
明
な
選
択
だ
と
思
わ
な
い

が
、
北
の
脅
威
へ
の
対
策

は
急
務
だ
。
ま
ず
有
事
法

制
を
整
備
す
る
。
そ
れ
か

ら
M
D
o
A
「
日
本
版
S

D
I」
と
い
う
ミ
サ
イ
ル

防
衛
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

踏
み
切
っ
た
ち
ど
う
か
V

(
中
西
)
。
そ
し
て
集
団

的
自
衛
権
。

A
政
府
が
:
・

解
釈
を
変
更
・
・
・
す
れ
ば
・
・
・

踏
み
切
れ
る
は
ず
V
(樫

井
)
。

A
陸
上
自
衛
隊
も

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
平
原
で

ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
戦
う

必
要
が
あ
る
V
(中
西
)

と
も
考
、
え
ら
れ
る
。

心
配
な
の
は
、

A
日
本
が

経
済
封
鎖
に
参
加
し
た
と
き

.
・
・
陰
湿
な
テ
ロ
が
起
き
る
V

(
西
岡
)
こ
と
。
毒
ガ
ス
や

細
菌
兵
器
を
醤
戒
し
ょ
~
っ
。

。日本核武装宣言(中西輝政、福田和也 =Voice1月号

g5355雪J弘話量芸品号泣品忠禁E諜宮司5c;iiZ
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